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Ｒ４国道２０号新笹子トンネルその１工事 

起点側坑口における課題と対応について 
 

 

中島 希 ・ 有上 悟 

 

甲府河川国道事務所 工務第二課 （〒400-8578 山梨県甲府市緑が丘1-10-1） 

 

 新笹子トンネル工事は，国道20号新笹子トンネルが供用より60年以上が経過し，老朽化や，

狭小断面による一部車両の通行不能，歩行者・自転車通行における安全性の低下といった課題

に対して，隣接地に新トンネルを整備するものである． 

現在大月市側より施工が行われているが，現道に隣接している点や，現道沿いが急峻な地形

であることから，施工ヤードが狭隘となり、施工の遅延が課題となっていた．課題の解決とし

て，現道の国道20号を一部切り回し等の対策を行った．本稿では，課題の発生要因から，課題

の解決に至る流れを紹介する． 
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1．  はじめに 

 

 国道20号新笹子トンネルは，山梨県大月市より同県

甲州市につながる延長約2,953mの2車線道路である． 

 現在供用より60年以上が経過し，著しい老朽化や，

狭小断面による背高コンテナ車の通行不能，歩行

者・自転車の通行の安全性などの課題が生じている． 

 その為，トンネル本体の早期措置が必要な状態で

あり，新笹子トンネル改修事業の一環として，課題

の解決のために隣接地に新トンネルの整備を決定し

た．本トンネルの整備は，上記の課題解決するだけ

でなく，並行する中央自動車道の代替路として防災

対策の機能も有することも目的としている．その他

に，広域物流への貢献も期待されている．現況のト

ンネル及び計画トンネルの位置図を図-1に示す．

 

図-1 位置図 

2．  新笹子トンネル工事の概要 

 

 工事概要を表-1に示す．また，トンネルの標準断面

図を図-2に示す． 

計画トンネルは最小土被りが約27m（2D以上），延

長3,344mの2車線トンネルである．図-1に示すように

中央自動車道笹子トンネル及びJR中央本線笹子トン

ネルに交差する形で計画されており，大月市側より

片押しにより掘削中である． 

表-1 工事概要 

工事名 国道20号新笹子トンネル工事
施工場所 山梨県大月市笹子町～甲州市大和町
受注者 大林・大本特定建設工事共同企業体

概要

トンネル延長3,344ｍ
掘削断面積    79.9m2（標準部）
 　　　　　　　　104.7m2(非常駐車帯)
掘削工法NATM工法、
補助ベンチ付全断面掘削工法  

【CⅠ標準断面図】

 

図-2 トンネル標準断面図（C1） 
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3．  起点側工区における課題について 

 

(1)  起点側工区が抱える課題について 

新笹子トンネル起点側工区は現道の国道20号の坑口

の隣接地に坑口を計画している．トンネル掘削を行

う際に必要な仮設備は，資材置き場の他に，電力設

備，換気設備，吹付プラント設備，濁水処理設備，

ずり置き場があり，標準的に車両通路を除き，

1,500m2ほどが必要である． 

本工事においても，トンネル掘削時の発生土に関

しては，二方施工かつ，トンネル坑内より坑口付近

での一時仮置き後，残土置き場へ運搬を計画してい

るため，坑口付近のずり置き場の設置が必要である．

上記の通り，土砂の運搬，資材の搬入，建設機械の

錯綜を考慮したうえで多くの施工ヤードを坑口付近

に確保する必要があるが，本工事では，標準面積の7

割程度である． 

 

(2)  課題の解決に向けて 

課題の解決に向け，現地の状況を考える．図-3は起

点側坑口における地形図である．現道沿いの地形は

非常に急峻であり，トンネル坑口前の空間だけでは，

不十分である．しかし現道を横断しての施工ヤード

の確保や急峻な地形の掘削による施工ヤードの確保

は，法面の崩壊の危険性や現道上の車両への影響な

どを考えると，非常に困難である．その為，施工ヤ

ードの確保に向け．現道の国道20号をトンネル施工区

域と反対側に一部切り回すことで空間をつくり，施

工ヤードを広げることで，トンネル掘削に必要な施

工ヤードの確保を計画した． 

 

(3)切り回し道路の計画について 

a)  切り回し道路の課題点 

切り回し道路の施工ヤードの確保を目的として計

画されているため，建設機械の交錯が可能であり，

トンネル坑内外での土砂運搬の搬入出が可能であり， 

図-3 トンネル起点側地形図 

トンネル仮設備の設置が可能である面積の総量と 

同等の量を確保する必要がある． 

しかし，切り回し区域に関しても考慮すべき内容

がある．当該箇所も急峻な地形であり，斜面下には

河川が流れていることである．その為，施工影響範

囲が河床部まで及ばないよう計画する必要があり，

切り回しのシフト量を最低限に抑える必要がある． 

b)  切り回し道路線形について 

上記を考慮し計画された切り回し道路を図-4，5に

示す．図-4の赤線で示している箇所が切り回しを行う

ことで変更となる国道20号の線形である． 

考慮すべき河川への影響は，土砂等を利用した盛

土では，河床部を埋め立てる必要があることから，

採用することが出来ず，軽量盛土を用いた盛土とし

ている．このことにより，切り回し部のみの土地の

改変を留まり，河川への影響を排除したうえでの，

施工ヤードの拡充を行うことが可能となった．しか

しシフト量を最低限としたため，施工ヤードは十分

に確保することはできなかった． 

 

 

図-4 切り回し道路平面図 

 

 

図-5切り回し道路全景図 
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(4)  リフト設備について 

前述の通り，現場制約がある切り回し道路の整備

により，施工ヤードの拡充が行われたが，建設機械

の交錯等を考慮すると，現状の施工ヤードでは標準

面積の9割未満であり，十分に二方施工を行うことが

困難である．施工速度の遅延は，工事費の増加や工

期の増加につながるため，更なる施工ヤードの拡幅

の検討が行われた． 

図-6はリフト設備である．建設機械が上部に置かれ

ているが，リフト設備の昇降機構により，トンネル

掘削に使用していない時間は一時的に移動させ，リ

フト下部の空間を開けることでトラック等の通行が

可能となった．または，リフト設備設置に関わる工

事費の増加はあるが，掘削進捗が，計画の8割で進ん

でいた場合，工事費は3割増加するため，経済性にお

いても有効であるとわかる． 

(5)  課題の解決について 

 切り回し道路，リフト設備の完成により，当初想

定していた建設機械の交錯，トンネル坑内外での土

砂運搬の搬入出，トンネル仮設備の設置のすべての

条件を解決することが可能となった． 

 

4．  おわりに 

本工事では，起点側工区が狭隘であることから，

トンネル掘削時の進捗に関わる課題が存在していた

が，切り回し道路等による対応を行った．これらの

対応により多くの施工ヤードの確保が可能となり，

対応前では一方施工での掘削進捗以上が不可能であ

ったがであったが，二方施工の掘削進捗で発生する

建設発生土にも対応することが可能となった．本課

題の解決は，掘削進捗を遅らせる要因を排除し新笹

子トンネル改修事業の目的である，防災機能の確保

が遅滞なく行われることに貢献している． 

今回の課題と対応については，同様な条件の山岳地

帯に限らず，十分な施工ヤードが確保が困難である

場合の対応策として，活用できると考えている． 
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図-6リフト設備について 

 


